
兵庫県社協では、新型コロナウイルス感染症が広がる中で、その影響と対応について、4 月中に県内の
生活支援コーディネーター等にヒアリングしました。その結果、地域活動はほとんど中止になりました
が、地域活動者や生活支援コーディネーターからは、戸惑いと不安を抱えており、下記のような動きが
見えてきました。 

このニュースレターは、市町社協の生活支援コーディネーター、住民等が創意工夫しながら行われてい

る生活支援、地域活動をお伝えするために発行いたします。 

。 

サロンリーダーから最年長者が 

「コロナで死んでもいいから集まりたい」 

と言っているときいて。（三木市） 

会長の「再び笑って集まれる日

のために“つながりの灯を消さ

ない”」の一言から。（淡路市） 

【発行元】（令和 2 年 5 月８日発行） 

〒651-0062 神戸市中央区坂口通 2 丁目 1 番 1 号 

兵庫県社会福祉協議会 地域福祉部 

TEL 078-242-4634 FAX 078-242-0297 

E-Mail: chiiki-2@hyogo-wel.or.jp（担当：山下・永坂） 

 

※この「兵庫えんだより」は、地域の活動者や生

活支援コーディネーター等の職員で共有し、活動

の一助にしてください。そして、新たな実践があ

りましたら教えてください。 

今後も県内の活動をお伝えします。 

兵庫えんだより 
兵庫県社会福祉協議会 生活支援ニュースレター 第１号 

いつか戻れる。その時に向かって進んでいこう！ 

（縁 ・ 円 ・ 援） 
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どうしてよいかわからない 

他はどうしている？ 

緊急小口資金貸付等で忙しい 

集まらなくても声は聴けるのでは？ 

できることを探す・マスクが役に立つ 

大切にしてきたつながりが切れてしまう 

生活が変わって困りごとがあるはず 

動かないとフレイルになってしまう 

動き出した 

きっかけは？ 

 

役割づくり 
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生活支援 

介護予防 
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視点を変えて新たな 

価値を見つけよう！ 
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背景・考え方 

 

 



 

コロナに負けない！県内社協の取り組み 
 

つなぐ 

県内の生活支援コーディネーターや地域活動者が、つながりを切らないために「今できること

をしよう！」と動き出したところがあります。みなさんの地域に合わせて参考にしてください。 

〇電話で聞き取りを行う。 

〇アンケートを行う。 

〇他の動きや今までの歴史を調べる。 

〇「笑顔になれるエピソード」募集 

〇民生委員児童委員の不安を聴く。 

〇マスクづくりをよびかける。 

そして、マスクが手に入りにくい人に配る。 

〇4月に交流拠点になる予定のところに 

 住民が自主的に窓にメッセージを貼る。 

〇看護大学生作成のチラシを手作りマスクと配布 

 

〇お花見散歩実施。お弁当持ち帰り。 

〇集落でラジオ体操開始→住民主体で広がり。 

〇普段のつながりを呼び掛けている。 

〇「ちょっといい話」をニュースレターに。 

〇電話で安否確認 

〇小学生から一人暮らし高齢者にお便りを。 

 

〇町内スーパー、お弁当屋、民宿等に 

調理を依頼。弁当の配送のみ行う。 

〇感染予防、フレイル予防のチラシ配布 

〇ケーブルテレビで筋トレ、若返り体操 

〇ふれあいバスが動かなくなり、聞き取

りの結果、個配に結び付ける。 

 

 

生活支援 

コ-ディネーター 

活動事例紹介 

 ①少人数で短時間散歩 

 ②近くの公園でラジオ体操 

 ③声かけ訪問（短時間玄関

立ち話・インターホン越

し会話・電話等） 

 

 

サロン開催の判断 

自粛解除後のサロン開催の判断（４月 14日作成） 

 

活動紹介：みんなで考える 

地域アセスメント・ニーズ把握 強み・生きがい・社会参加 

孤立防止・ネットワーク・見える化 資源開発・ニーズとサービスのマッチング 

【編集後記】「兵庫えんだより」の「えん」は、つな

がりをまるい円のようにつなぐ支援ができますよう

にと願いを込め命名しました。つながっています。あ

きらめないで進んでいきましょう。（N記） 

代替え活動を検討 

（一人でも難色なら） 

お休みにする 開催する 

開催のルール 

①手洗いの徹底 

②30分ごとの換気。 

もしくは屋外 

③座る間隔を広くする 

 

三木市社協の坂本さんに聞きました。（４月６日） 

「３月からサロンは中止になり、楽しみにしてい

た花見は距離をとって桜を見ながら会場まで歩

いてお弁当は持って帰る「花見散歩」にしました。

ある日、サロンリーダーから連絡があり「最高齢

のサロン利用者から「コロナで死んでもいいから

サロンをやってほしい」と言われたことから、電

話で参加者に確認すると休止前より希望者が増

え、ならば「散歩にしよう！」と手作りマスクを

渡しながら間隔をあけて歩きました。 

生活支援コーディネーターとしては、やるなら支

援を行う。迷っているなら話し合う。集まるだけ

でなく、みんなで考えることが、先を見越すと住

民育成につながる。住民が考えてできないところ

を一緒に考え支援する。これらの活動は災害時の

対応につながる、と思っています。」 

 

メンバー全員の意思確認 

・みんなで考えることで新たな力になる。 

・判断材料は先を見通し考えるきっかけ。 
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